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和
束
町
第
5
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
将
来
像
「
和
の
郷　

知
の
郷

茶
源
郷
和
束
」
の
実
現
に
向
け
た

町
づ
く
り
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
る

予
算
編
成
で
、
一
般
会
計
で
は
7

年
度
に
比
べ
6.6
％
減
の
37
億
2

6
8
0
万
円
と
な
っ
た
。

Ⅰ�

、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
の
全
て
の
住
民
が

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
郷

健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
費

�

1
3
2
3
万
円

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業

�

6
5
7
万
円

認
定
こ
ど
も
園
運
営
事
業

�

1
億
1
9
8
0
万
円

児
童
手
当
給
付
事
業

�

3
6
1
3
万
円

障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

�

1
億
3
2
1
0
万
円

Ⅱ�
、
生
き
る
力
を
育
む
教

育
と
生
涯
に
わ
た
っ
た

学
び
の
郷

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
活
用
促
進
事

業�

6
8
9
万
円

歴
史
資
料
館
整
備
事
業

�

1
3
5
0
万
円

文
化
的
景
観
保
護
推
進
事
業

�

2
6
5
万
円

農
・
観
連
携
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー　

創
生
事
業�

6
0
0
万
円

海
洋
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業

�

6
2
6
万
円

Ⅲ�

、
自
然
と
共
生
し
、
安

心
・
安
全
な
郷

木
屋
地
区
内
防
火
水
槽
整
備
事
業

�

2
8
0
0
万
円

木
造
住
宅
耐
震
対
策
事
業

�

1
0
0
5
万
円

し
尿
処
理
費�

3
2
0
1
万
円

災
害
時
避
難
円
滑
化
推
進
事
業

�

5
8
0
万
円

豊
か
な
森
を
育
て
る
府
民
税
交
付

金
事
業�

2
0
1
万
円

木
屋
地
区
消
防
ポ
ン
プ
庫
整
備
事

業�

9
0
5
万
円

森
林
経
営
管
理
事
業

�

9
8
4
万
円

和束町議会だより
議会で決まったこと

後期基本計画初年迎える後期基本計画初年迎える
　

当
初
予
算
は
、
3
月
11
日
～
12
日
に
開
催
し
た
予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
、
令
和
8
年
度
に
取
り
組
む
事
業

や
予
算
の
使
い
方
等
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
討
論
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計
及
び
4
特
別
会
計
・
2
公

営
企
業
会
計
の
当
初
予
算
を
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。シルバー人材センター

災
害
時
避
難
円
滑
化
推
進
事
業
で
新

た
に
導
入
さ
れ
た
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

B＆G海洋センター
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各会計の予算額
一般会計� 39億9130万円
湯船財産区� 214万円
国民健康保険� 6億9020万円
介護保険� 7億3035万円
後期高齢者� 9790万円
簡易水道� 2億3076万円
下水道� 1億7695万円

（簡易水道と下水道は収益的収入の額）

Ⅳ�

、
お
茶
観
光
を
軸
と
し

た
交
流
の
郷

デ
ジ
タ
ル
地
域
ポ
イ
ン
ト
事
業

�

5
7
4
万
円

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
ズ

推
進
事
業�

3
4
5
8
万
円

保
育
園
留
学
事
業

�

1
0
5
4
万
円

観
光
共
創
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
地
域
経

済
事
業�
7
9
0
万
円

石
寺
景
観
展
望
施
設
管
理
事
業

�

1
6
5
万
円

Ⅴ�

、
快
適
で
美
し
い
環
境

の
郷

移
住
・
定
住
促
進
事
業

�

1
4
0
6
万
円

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
事
業

�

2
8
8
万
円

石
寺
橋
整
備
事
業

�

1
億
1
7
8
1
万
円

茶
源
郷
乗
合
交
通
生
活
お
届
け
事

業
（
Ｗ
ａ
ｚ
Ｃ
ａ
ｒ
）

�

3
0
3
1
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

�

1
6
7
0
万
円

Ⅵ�

、
住
民
と
行
政
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
郷

茶
源
郷
行
政
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム

事
業�

7
4
2
万
円

戸
籍
電
算
化
事
業

�

1
0
4
4
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
事
業

�

4
3
1
万
円

文
書
広
報
事
業

�

1
1
0
2
万
円

茶
源
郷
ま
つ
り
補
助
金

�

3
3
0
万
円

※一般会計とは？
　�公共事業・福祉・教育など、通常の行政サービス
の提供をはじめとする、行政運営の基本的な経費
を経理する会計
※特別会計とは？
　�特定の事業を行う場合に一般会計とは別に設けら
れ、独立して経理が行われる会計

和束町議会だより
議会で決まったこと

令和８年度令和８年度
予算予算 第５次総合計画第５次総合計画

ワールドマスターズゲームズCJ－U大会

茶源郷まつり

WazCar利用回数券４月よりスタート
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Ｑ�　

野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対

策
事
業
費
、
予
算
化
さ
れ

て
い
な
い
の
が
、
今
ま
で

猟
友
会
の
方
に
ご
協
力
い

た
だ
い
て
い
た
が
、
そ
れ

に
つ
い
て
職
員
の
方
で
対

応
さ
れ
る
の
か
ど
う
か
、

そ
の
辺
り
の
対
策
は
。

Ａ�　

猟
友
会
の
メ
ン
バ
ー
の

方
に
つ
い
て
は
、
な
か
な

か
活
動
の
ほ
う
が
活
発
に

行
え
な
い
。
有
資
格
者
の

方
に
個
人
的
に
当
た
り
、

活
動
組
織
の
ほ
う
を
強
化

し
て
、
改
め
て
委
託
を
進

め
て
い
き
た
い
。

Ｑ�　

保
育
園
留
学
推
進
事
業

と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
か
。

Ａ�　

都
市
圏
に
住
む
小
学
生

未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
家

族
が
、
本
町
の
農
家
民
宿

等
に
1
週
間
か
ら
2
週
間

程
度
短
期
で
滞
在
し
て
頂

き
、
そ
の
期
間
中
、
子
ど

も
は
わ
づ
か
こ
ど
も
園
の

一
時
預
か
り
を
利
用
し
、

親
は
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
オ

フ
ィ
ス
等
で
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
に
従
事
し
て
、
滞

在
中
に
本
町
の
田
舎
暮
ら

し
を
体
験
し
て
頂
く
と
い

う
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

Ｑ�　

町
税
に
つ
い
て
約
8‌

0 

0‌

0
万
円
程
度
増
に
な
る

が
予
想
よ
り
少
な
い
の
で

は
。

Ａ�　

当
初
予
算
の
段
階
で
は
、

1
月
の
下
旬
で
ま
だ
確
定

申
告
が
始
ま
っ
て
い
な
か

っ
た
。
こ
の
金
額
に
つ
い

て
は
、
4
0
0
0
万
円
程

度
少
な
い
金
額
で
最
小
予

測
を
し
て
い
た
。
申
告
相

談
を
受
け
、
一
定
額
増
え

る
見
込
み
が
あ
る
と
い
う

こ
と
で
、
さ
ら
に
4

�
0
�0�

0
万
円
を
積
み
増
し
し
た

と
い
う
状
況
。

Ｑ�　

こ
の
1
年
の
経
過
を
踏

ま
え
た
来
年
度
の
組
織
、

人
事
の
見
直
し
の
考
え
は
。

Ａ�　

経
験
の
少
な
い
職
員
を

あ
ま
り
大
き
な
責
任
を
持

た
せ
る
よ
う
な
場
所
に
一

気
に
持
っ
て
い
く
と
い
う

の
は
か
な
り
厳
し
い
面
が

あ
り
、
メ
ン
タ
ル
的
な
問

題
も
含
め
て
経
験
を
積
ん

で
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

管
理
職
に
は
か
な
り
苦
労

を
さ
せ
て
い
る
の
は
現
実
。

新
た
に
随
時
募
集
も
か
け

な
が
ら
体
制
を
立
て
直
し

た
い
。

Ｑ�　

令
和
８
年
度
は
後
期
計

画
の
初
年
度
、
内
容
を
広

く
住
民
に
共
有
す
る
事
や
、

住
民
要
求
を
し
っ
か
り
と

聞
い
て
い
く
場
を
積
極
的

に
し
て
頂
き
た
い
、
そ
の

辺
り
町
長
の
考
え
は
。

Ａ�　

各
旧
村
単
位
ぐ
ら
い
で

ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に

町
政
懇
談
会
を
1
回
か
ら

2
回
開
け
る
よ
う
な
準
備

を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ�　

介
護
サ
ー
ビ
ス
等
諸
費
、

介
護
保
険
の
算
定
ミ
ス
が

あ
っ
た
が
、
何
故
こ
の
よ

う
な
ミ
ス
が
起
こ
っ
た
の

か
。

Ａ�　

今
年
度
に
係
る
非
課
税

年
金
の
取
り
込
み
の
突
合

処
理
に
不
備
が
あ
り
、
本

来
の
負
担
限
度
額
の
認
定

に
誤
り
が
生
じ
ま
し
た
。

Ｑ�　

保
健
衛
生
総
務
費
の
人

件
費
、
一
般
職
員
人
件
費

増
額
の
具
体
的
な
理
由
は
。

Ａ�　

昨
年
4
月
に
機
構
改
革

を
実
施
6
月
の
補
正
に
よ

り
2
名
分
の
人
件
費
を
追

加
計
上
。
7
年
度
当
初
と

8
年
度
当
初
を
比
べ
ま
す

と
、
約
3
倍
以
上
の
差
が

あ
り
ま
す
。

Ｑ�　

新
規
事
業
が
6
件
増
え

て
い
る
が
、
代
わ
り
に
何

か
削
ら
れ
た
事
業
が
あ
る

か
。

Ａ�　

万
博
関
連
の
事
業
が
大

き
く
減
っ
て
い
る
の
と
、

総
合
計
画
の
策
定
事
業
と

い
う
の
が
減
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ�　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
の
機
材
の
調
達
は
。　

Ａ�　

社
協
の
軽
度
で
使
用
の

機
材
を
借
り
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

Ｑ�　

合
併
処
理
浄
化
槽
の
管

理
事
業
補
助
金
に
つ
い
て
、

合
併
処
理
浄
化
槽
が
補
助

金
の
対
象
と
な
っ
て
い
る

が
単
独
浄
化
槽
に
つ
い
て

も
補
助
し
て
も
ら
え
な
い

か
。

Ａ�　

町
と
し
て
は
全
て
を
合

併
処
理
浄
化
槽
に
移
行
し

て
頂
き
た
い
の
が
本
心
で
、

現
段
階
で
そ
れ
を
単
独
に

も
助
成
で
き
な
い
か
と
い

う
話
は
な
か
な
か
ハ
ー
ド

ル
が
高
い
の
が
現
状
。

Ｑ�　

現
在
の
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
の
登
録
数
と
平

均
年
齢
は
。

Ａ�　

最
新
の
登
録
者
数
で
、

28
名
。
平
均
年
齢
は
68
歳

で
す
。

Ｑ�　

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
ズ
開
催
に
向
け
た

イ
ベ
ン
ト
委
託
料
1

 
1
 0 

0
万
円
が
計
上
、
こ
れ
は

何
の
イ
ベ
ン
ト
か
。

Ａ�　

9
月
と
12
月
に
開
催
す

る
、
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー

ズ
ゲ
ー
ム
ズ
の
プ
レ
大
会

の
イ
ベ
ン
ト
の
委
託
料
で

す
。

和束町議会だより
議会で決まったこと

予算特別委員会 Q&Q&AA
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　ますます事態を深刻化させる危険性が高く、自治体
としても政府に対し、地方と住民生活を守る立場から
言うべきことは言われ、ぜひ改善を求めていただきた
い。
　①国の重点交付金の残額の使い方を再度見直し、全
額を水道料金軽減などの直支援に充当するとともに、
子育てや教育、福祉など恒常的な施策の拡充を行うな
ど、直ちに求めたい。②保育園留学事業、利用者に選
ばれなければ動かず、目的も実現できないことから、
選ばれるため、何が必要かにならざるを得ない為再検
討を求める。③空き家以外の受皿として、公的住宅の
整備や民間賃貸住宅の誘致なども計画に位置づけ、直
ちに具体化すべき。④改善が急がれるのが施設利用の
減免規定を整備すること。⑤今後の公共交通の在り方、
路線バスの在り方も協議すべき。⑥高齢化が急速に進
む中、住み慣れた地域で安心して生活できる環境整備
が必要⑦相楽東部広域連合、とりわけ教育委員会事務
の見直し、町事務に戻す判断がますます必要。⑧相楽
東部広域連合は様々な面で機能不全が目立つ。最低で
も教育委員会を町村事務に戻すべき。

　第５次総合計画・後期基本計画の計画に掲げる将来
像の実現に向けたまちづくりをさらに発展させる予算
編成となっている。
　①高年齢者の就業機会の増大を図り、シルバー人材
センターの運営が開始される。②関係人口増加に向け、
保育園留学制度の導入や、地域課題解決のため地域活
性化起業人を活用した取り組みを進められ、本町の歴
史・文化の発信拠点となる「歴史資料館整備」にも着
手される。③道路整備事業では、橋りょう補修事業の
一部経費に訂正が生じたが、事業費の適正な積算に向
けて努力され、石寺橋整備事業などを引き続き計画的
に進めるなど、安心・安全な交通ネットワークの形成
が推進されている。④限られた財源の中で最大限の効
果を生み出す工夫をされるとともに、有利な財源の活
用など、持続可能な行財政運営にも努められている。

反対討論 賛成討論岡
お か

本
も と

正
し ょ う

意
い

議員 吉
よ し

田
だ

哲
て つ

也
や

議員

※討論は、いずれも一般会計予算に対するものです。

 

条
例
の
改
正

消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

非
常
勤
消
防
団
員
等
に
係
る

損
害
補
償
の
基
準
を
定
め
る
政

令
の
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正
。

 

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

加
入
す
る
医
療
保
険
制
度
ご

と
に
保
険
料
が
定
め
ら
れ
、
医

療
保
険
料
と
あ
わ
せ
て
拠
出
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
改
正
。

 

介
護
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
お

い
て
保
険
料
収
入
の
減
少
を
防

ぐ
観
点
か
ら
令
和
７
年
度
見
直

し
の
影
響
を
遮
断
し
た
方
法
で

算
定
す
る
特
例
を
設
け
る
。

景
観
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

条
例

　

既
存
の
景
観
条
例
を
見
直
し
、

景
観
法
と
改
正
景
観
計
画
、
新

規
策
定
の
保
存
活
用
計
画
と
の

整
合
性
を
図
る
た
め
景
観
条
例

の
全
部
を
改
正
。

 

契
約
の
変
更

過
疎
地
域
持
続
的
発
展
市
町
村

計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

組
織
図
、
事
業
内
容
の
追
加
、

事
業
名
及
び
事
業
内
容
の
追
加
、

文
言
の
追
加
。

 

そ
の
他

和
束
山
の
家
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て

　

引
き
続
き
、
管
理
者
に
和
束

町
活
性
化
セ
ン
タ
ー
を
指
定
。

 

補
正
予
算

一
般
会
計

　

重
点
支
援
地
方
交
付
金
事
業
、

地
域
ポ
イ
ン
ト
負
担
金
へ
の
繰

り
出
し
、
各
事
業
の
完
了
・
精

査
に
伴
う
減
額
等
。

湯
船
財
産
区
特
別
会
計

　

管
理
会
運
営
費
等
の
減
額
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養
費

負
担
金
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
診
療
報
酬
等
の
減
額
。

介
護
保
険
特
別
会
計

　

現
年
度
分
介
護
給
付
費
負
担

金
等
の
減
額
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

一
般
会
計
繰
入
金
の
事
務
費

繰
入
金
等
の
減
額
。

簡
易
水
道
事
業
会
計

特
定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事

業
会
計

　

い
ず
れ
も
収
益
的
収
入
及
び

支
出
に
お
い
て
事
業
費
確
定
に

伴
う
減
額
。

和束町議会だより
議会で決まったこと

石寺茶畑景観
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意
　
見
　
書

　

第
1
回
定
例
会
（
3
月
）
に
次
の
と
お
り
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

①�

高
額
療
養
費
の
見
直
し
・
負
担
増
の
白
紙
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

岡
本　

正
意　

議
員

�

《
賛
成
者
3
人
》

�

《
反
対
者
5
人
》

�

②�

O
T
C
類
似
薬
の
負
担
増
の
撤
回
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

岡
本　

正
意　

議
員

�

《
賛
成
者
2
人
》

�

《
反
対
者
6
人
》

否 

決
否 

決

各議員の賛否 令和８年第1回定例会（3月）に提出された議案のうち賛否がわかれたもの

会
議
区
分

議案名
審
議
結
果

議員名

岡
田
　
勇

宗
　
健
司

山
本
達
也

髙
山
豊
彦

村
山
一
彦

井
上
武
津
男

岡
本
正
意

吉
田
哲
也

小
西
　
啓

畑
　
武
志

委 令和８年度和束町一般会計予算 可決 欠 ○ × ○ ○ ○ × − ○ ○

委 令和８年度和束町国民健康保険特別会計予算 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × − ○ ○

委 令和８年度和束町介護保険特別会計予算 可決 欠 × ○ ○ ○ ○ × − ○ ○

委 令和８年度和束町後期高齢者医療特別会計予算 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × − ○ ○

委 令和８年度和束町簡易水道事業会計予算 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × − ○ ○

委 令和８年度和束町特定環境保全公共下水道事業会計予算 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × − ○ ○

本 和束町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

本 和束町介護保険条例の一部を改正する条例 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

本 和束町景観条例の全部を改正する条例 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ −

本 令和７年度和束町一般会計補正予算 可決 欠 ○ × ○ ○ ○ × ○ ○ −

本 高額療養費制度の負担上限引き上げの撤回を求める意見書 否決 欠 × ○ × × ○ ○ × × −

本 OTC類似薬の負担増の撤回を求める意見書 否決 欠 × ○ × × × ○ × × −

※会議区分　臨は臨時会　本は本会議　委は予算特別委員会　○は賛成　×は反対　欠は欠席 　－は採決に
加わらない。
　畑武志議長は本議会の採決に、吉田哲也予算特別副委員長は予算認定の採決に加わらない。

和束町議会だより
意見書、議員賛否
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和束町議会だより
一般質問

　３月５日に行った一般質問には、４人の議員が質問に　３月５日に行った一般質問には、４人の議員が質問に
立ち、町長等に対して様々な課題についてただしました。立ち、町長等に対して様々な課題についてただしました。
各議員の質問項目を紹介します。各議員の質問項目を紹介します。

一 般
質 問

町政を問う！町政を問う！
� 提案する！� 提案する！

①髙山豊彦議員（₈ページ）
１．行政サービス維持の考えを問う
２．町道整備の考えを問う
３．茶源郷地域ポイントの課題を問

う

③山本達也議員（10ページ）
１．和束町の大規模災害時の避難計

画は
２．和束町の広報活動に資するネッ

ト戦略はあるか
３．空き家バンクへの空き家提供を

めぐる役場の対応は
４．交通網の抜本的な見直しが必要

ではないか

②村山一彦議員（₉ページ）

１．診療所　牛込先生退職について
２．シルバー人材センター設立につ

いて

④岡本正意議員（11ページ）
１．物価高騰から暮らしを守る施策

の充実を
２．定住促進へ住宅の整備、確保を
３．町の文化や歴史を伝承し、住民

の文化活動の拠点となる施設設
備の検討を

４．鷲峰山トンネル開通にともなう
交通量増加の現状認識と安全対
策の考えは

　一般質問は、町の行財政全般にわたる議員主導による政策論議です。
　質問時間は答弁を含め１時間以内で、時間内に何度でも質問できます。記事は質問順で、
内容は本人から提出された要約原稿です。
　詳細は、後日ホームページに掲載する議事録と和束町チャンネルでご確認ください。
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問
　

茶
業
担
当
職
員
の
減

少
に
よ
る
事
務
作
業
へ
の
影
響

と
そ
の
対
策
は
。

答
　

町
長

　

専
門
職
員
の
人
材
不
足
は
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
営
農
指
導

員
に
お
い
て
は
一
昨
年
度
民
間

経
験
者
を
1
名
採
用
し
た
。
今

後
も
将
来
に
向
け
若
干
名
の
採

用
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　

営
農
指
導
員
の
育
成

に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
と
も
連
携

し
基
幹
産
業
で
あ
る
茶
業
が
発

展
す
る
よ
う
取
組
が
必
要
で
は
。

答
　

町
長

　
Ｊ
Ａ
の
指
導
員
も
減
少
し
て

お
り
、
町
と
Ｊ
Ａ
の
連
携
も
取

れ
て
い
な
い
状
況
、
体
制
の
見

直
し
に
今
後
取
り
組
み
た
い
。

問
　

技
術
職
員
の
減
少
に

伴
う
事
業
計
画
へ
の
影
響
は
。

答
　

理
事
兼
建
設
農
政
課
長

　

業
務
の
性
格
上
、
経
験
が
必

要
、
研
修
や
先
輩
職
員
な
ど
が

日
常
業
務
の
中
で
育
成
を
行
っ

て
い
る
。
ま
た
、
関
係
団
体
と

協
議
・
調
整
を
重
ね
影
響
が
出

な
い
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。

答
　

町
長

　

土
木
技
師
に
つ
い
て
は
国
土

交
通
省
の
事
業
メ
ニ
ュ
ー
に
あ

る
「
地
域
イ
ン
フ
ラ
群
再
生
戦

略
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事
業
」
を
、

令
和
8
年
度
以
降
に
取
り
組
め

な
い
か
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

問
　

 

道
路
工
事
等
の
遅
れ

が
出
な
い
よ
う
、
国
や
府
、
近

隣
自
治
体
と
も
連
携
し
技
術
職

員
の
確
保
を
。

答
　

町
長

　

今
年
の
秋
ぐ
ら
い
に
地
域
イ

ン
フ
ラ
群
事
業
に
着
手
し
、
令

和
9
年
度
に
完
全
に
進
め
ら
れ

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

町
道
整
備
の
考
え
を
問
う

問
　

白
栖
か
ら
白
栖
口
バ

ス
停
に
下
る
町
道
白
栖
撰
原
線

の
拡
幅
改
良
工
事
の
予
定
は
。

答
　

理
事
建
設
農
政
課
長

　

詳
細
設
計
や
境
界
確
定
等
が

未
だ
進
ん
で
い
な
い
箇
所
が
あ

り
、
他
の
町
道
整
備
と
併
せ
て

計
画
し
て
い
き
た
い
。

問
　

崩
れ
た
土
砂
や
落
ち

葉
な
ど
で
道
路
幅
が
十
分
使
え

な
い
、
現
道
幅
員
が
確
保
で
き

る
よ
う
整
備
が
必
要
。

答
　

町
長

　

緊
急
に
事
業
者
で
掃
除
だ
け

で
も
し
て
容
易
に
通
行
で
き
る

よ
う
に
原
課
と
調
整
し
た
い
。

問
　

石
寺
橋
の
工
事
に
伴

う
、
大
型
車
両
の
通
行
が
計
画

さ
れ
て
い
る
石
寺
東
出
橋
付
近

の
路
肩
補
強
工
事
の
予
定
は
。

答
　

理
事
兼
建
設
農
政
課
長

　

拡
幅
を
含
め
た
路
肩
の
補
強

工
事
を
計
画
し
て
い
る
。
橋
の

工
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う

令
和
8
年
度
に
し
た
い
。

問
　

町
道
撰
原
下
島
線
の

長
井
か
ら
撰
原
公
民
館
間
の
拡

幅
改
良
工
事
の
予
定
は
。

答
　

理
事
兼
建
設
農
政
課
長

　

概
略
設
計
は
済
み
、
基
礎
設

計
の
準
備
中
、
今
後
、
測
量
・

基
礎
設
計
と
順
次
進
め
る
。

問
　

府
道
宇
治
木
屋
線
杣

田
地
内
の
拡
幅
改
良
工
事
の
予

定
は
。

答
　

町
長

　

木
屋
峠
の
区
間
が
難
所
で
早

期
着
工
が
難
し
く
、
当
初
の
計

画
は
中
止
さ
れ
た
た
め
、
現
在

杣
田
地
内
の
両
側
に
住
居
等
が

あ
る
箇
所
を
除
き
1.5
車
線
改
良

を
要
望
、
京
都
府
も
認
識
し
て

い
る
。

茶
源
郷
ポ
イ
ン
ト
の
課
題
を

問
う問　

茶
源
郷
ポ
イ
ン
ト
を

利
用
さ
れ
る
店
舗
の
偏
り
の
対

策
は
。

答
　

ま
ち
づ
く
り
応
援
課
長

　

随
時
町
内
事
業
者
に
加
盟
を

呼
び
か
け
て
お
り
、
今
後
の
対

策
と
し
て
新
規
加
盟
店
の
拡
大

に
向
け
、
事
業
所
を
訪
問
し
制

度
の
趣
旨
や
メ
リ
ッ
ト
を
説
明

す
る
な
ど
積
極
的
に
働
き
か
け

を
行
い
た
い
。

問
　

世
帯
へ
の
ポ
イ
ン
ト

が
消
滅
す
る
事
象
の
対
策
は

答
　

町
長

　

12
月
及
び
1
月
に
死
亡
等
で

異
動
が
あ
っ
た
世
帯
主
に
付
与

し
て
い
た
ポ
イ
ン
ト
は
、
2
月

20
日
に
新
し
い
世
帯
主
に
対
し

て
残
っ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
の
付

与
を
行
っ
た
。

問
　

ポ
イ
ン
ト
の
恩
恵
を

受
け
ら
れ
な
い
事
業
者
に
対
し

て
事
業
が
維
持
で
き
る
対
策
を
。

答
　

町
長

　

ご
意
見
と
し
て
十
二
分
に
お

受
け
し
た
い
。
事
業
者
の
高
齢

化
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
な

ど
の
課
題
も
あ
り
、
も
う
少
し

利
便
性
が
図
れ
る
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
に
改
善
し
て
い
き
た
い
。                                      

和束町議会だより
一般質問

工事計画を進めるための
� 技術職員の確保を！

「地域インフラ群再生戦略マネジメント
事業」を進め技術職の確保を図りたい。 町長

髙
た か

山
や ま

 豊
と よ

彦
ひ こ

 議員
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問
　

牛
込
先
生
が
3
月
末

退
職
さ
れ
る
と
聞
く
。
ま
だ
若

く
着
任
4
年
足
ら
ず
で
退
職
と

は
。
町
長
の
見
解
を
お
聞
き
し

た
い
。

答
　

町
長

　

住
民
の
方
と
の
信
頼
も
築
か

れ
、
国
保
診
療
所
も
昨
年
新
た

に
な
っ
た
が
、
昨
年
8
月
末
に

突
然
退
職
の
意
向
を
示
さ
れ
、

驚
き
と
同
時
に
非
常
に
残
念
に

思
っ
て
い
る
。

問
　

先
生
の
納
得
な
く
ア

イ
パ
ッ
ド
（
先
生
使
用
分
）
を

交
換
さ
れ
た
と
聞
い
た
が
ど
う

い
う
事
か
。

答
　

町
長

　

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保
持
・
患
者

の
個
人
情
報
を
守
る
観
点
か
ら
、

必
要
不
可
欠
な
対
応
で
あ
っ
た

と
考
え
る
。

問
　

宇
治
徳
洲
会
病
院
の

車
が
連
日
和
束
町
へ
入
っ
て
い

る
が
、
和
束
町
の
働
き
か
け
が

あ
っ
た
の
か
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

昨
年
4
月
に
宇
治
徳
洲
会
病

院
側
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
り
、

町
長
と
面
会
さ
れ
宇
治
徳
洲
会

側
の
自
主
的
な
経
営
取
組
で
あ

る
。問

　

診
療
所
事
務
長
が
福

祉
課
長
と
兼
務
と
な
っ
て
い
る

の
は
何
故
か
。

答
　

町
長

　

和
束
町
役
場
職
員
の
現
状
を

見
る
と
職
員
の
経
験
年
数
に
大

き
な
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
経
験

の
浅
い
職
員
に
大
き
な
負
担
を

与
え
る
こ
と
も
出
来
ず
、
管
理

職
に
負
担
を
か
け
て
い
る
。

問
　

福
祉
課
長
、
診
療
所

事
務
長
と
し
て
一
週
間
に
ど
れ

位
、
診
療
所
に
行
っ
て
い
る
の

か
。答

　

保
健
福
祉
課
長

　

毎
日
顔
を
出
す
よ
う
に
し
て

い
る
が
、
デ
ス
ク
が
保
健
福
祉

課
に
あ
る
の
で
、
主
に
そ
ち
ら

に
い
る
。
診
療
所
に
い
る
時
間

は
長
い
時
で
30
分
程
度
。

問
　

30
分
程
度
で
は
兼
務

と
し
て
も
な
っ
て
い
な
い
。
牛

込
先
生
も
何
度
か
兼
務
は
駄
目

だ
と
要
望
し
た
と
言
っ
て
お
ら

れ
る
が
事
実
か
。

答
　

町
長

　

確
か
に
何
度
か
先
生
の
方
か

ら
お
受
け
し
て
い
る
。

問
　

今
回
の
こ
う
い
う
結

末
を
大
い
に
反
省
し
て
い
た
だ

い
て
、
後
任
の
先
生
に
は
兼
務

じ
ゃ
な
し
に
専
任
の
事
務
長
を

つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
　

町
長

　

出
来
る
だ
け
配
慮
す
る
。
若

い
職
員
に
大
き
な
負
担
を
か
け

る
と
い
う
こ
と
も
難
し
い
部
分

が
あ
る
が
前
向
き
に
考
え
た
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

問
　

担
当
部
署
が
な
ぜ
保

健
福
祉
課
な
の
か
。
業
務
内
容

か
ら
し
て
総
務
課
あ
た
り
で
は

な
い
の
か
。

答
　

町
長

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
る
事
業
は
高
齢
者
事
業

で
あ
り
、
地
域
社
会
の
発
展
、

福
祉
の
増
進
に
貢
献
し
て
い
く

も
の
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
こ

と
か
ら
高
齢
者
福
祉
行
政
と
の

つ
な
が
り
が
深
い
保
健
福
祉
課

が
望
ま
し
い
と
考
え
た
結
果
で

あ
る
。

問
　

現
在
の
入
会
者
数
は

何
名
か
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

3
月
4
日
現
在
で
22
名
で
す
。

問
　

最
低
40
名
く
ら
い
必

要
と
考
え
る
。
い
か
に
増
や
し

て
い
く
の
か
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

現
在
の
登
録
者
の
方
を
通
じ

て
、
ク
チ
コ
ミ
で
増
や
し
て
い

く
方
針
。

問
　

セ
ン
タ
ー
の
形
態
は

一
般
社
団
法
人
か
任
意
団
体
な

の
か
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

任
意
団
体
と
し
て
設
立
。
比

較
的
設
立
を
早
く
す
る
こ
と
が

出
来
、
定
款
認
証
な
ど
の
設
立

費
用
が
不
要
、
活
動
や
運
営
に

つ
い
て
自
由
度
が
高
く
、
維
持

コ
ス
ト
が
低
く
抑
え
ら
れ
る
な

ど
理
由
で
あ
る
。

問
　

事
務
局
長
は
公
募
と

聞
い
た
が
確
保
出
来
た
の
か
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

去
る
2
月
27
日
で
締
め
切
っ

た
と
こ
ろ
、
2
名
の
応
募
が
あ

っ
た
。
役
員
等
に
よ
る
面
接
に

て
、
採
用
の
可
否
を
下
す
。

和束町議会だより
一般質問

診療所、牛込先生の突然の退職に
ついて町長の見解は。

非常に私も残念です。

村
む ら

山
や ま

 一
か ず

彦
ひ こ

 議員

町長



10

問
　

和
束
町
の
大
規
模
災

害
時
の
避
難
計
画
で
、
⑴
事
前

防
災
行
動
計
画
（
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
）
は
あ
る
か
、
住
民
の
方
へ

タ
イ
ム
ラ
イ
ン
を
ベ
ー
ス
に
し

て
、
個
々
の
方
が
マ
イ
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
を
策
定
で
き
る
よ
う
な

勉
強
会
や
説
明
会
が
必
要
で
は
、

⑵
避
難
行
動
要
支
援
者
の
支
援

基
準
は
、
⑶
共
助
を
求
め
る
場

合
の
サ
ポ
ー
タ
ー
グ
ル
ー
プ
は

形
成
さ
れ
て
い
る
か
。

答
　

理
事
兼
総
務
課
長

　

事
前
防
災
行
動
計
画
は
策
定

さ
れ
て
い
な
い
。
災
害
予
防
計

画
で
避
難
基
準
を
定
め
R
8
年

改
訂
予
定
の
防
災
マ
ッ
プ
で
充

実
を
図
る
。
昨
年
の
12
月
9
日

に
「
地
域
で
助
け
合
い
命
を
守

る
勉
強
会
」
で
マ
イ
タ
イ
ム
ラ

イ
ン
の
作
成
勉
強
会
を
開
催
。

避
難
行
動
要
支
援
者
は
名
簿
か

ら
個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
内

閣
府
の
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
京

都
府
と
協
力
し
て
１
名
を
認
定

し
計
画
と
し
て
策
定
し
た
こ
と

に
な
る
。
和
束
町
の
基
準
は
高

齢
者
65
歳
以
上
、
ま
た
介
護
保

険
要
介
護
認
定
者
3
以
上
、
そ

し
て
身
体
障
害
者
手
帳
1
、
2

級
の
方
、
養
育
手
帳
の
Ａ
判
定

の
方
、
ま
た
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
1
、
2
級
の
方
が
対

象
で
避
難
行
動
要
支
援
者
サ

ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
で
は
民
生
児

童
委
員
、
消
防
団
、
自
主
防
災

組
織
、
各
区
長
、
社
会
福
祉
協

議
会
の
協
力
を
仰
ぎ
勉
強
会
を

実
施
。

問
　

広
報
活
動
に
資
す
る

ネ
ッ
ト
戦
略
で
、
⑴
町
内
情
報

伝
達
手
段
で
携
帯
や
ス
マ
ホ
の

活
用
や
茶
源
郷
行
政
情
報
配
信

シ
ス
テ
ム
を
ア
プ
リ
化
で
き
る

か
、
⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
委
託
業

者
へ
の
年
間
委
託
料
と
業
者
作

業
の
詳
細
、
ま
た
役
場
と
業
者

の
役
割
分
担
は
、
⑶
広
報
ネ
ッ

ト
戦
略
と
し
て
S
N
S
や
H
P

を
タ
イ
ム
リ
ー
に
随
時
更
新
で

き
る
専
門
部
門
を
作
れ
な
い
か
。

答
　

理
事
兼
総
務
課
長

　

新
年
度
よ
り
和
束
町
公
式
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
カ
ウ
ン
ト
を
創
設
、

防
災
行
政
無
線
放
送
の
情
報
を

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
で
も
配
信
。
茶
源
郷

行
政
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
の
ア

プ
リ
化
は
補
助
金
等
に
係
る
予

算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る

法
律
に
抵
触
し
な
い
か
確
認
後
、

問
題
な
け
れ
ば
改
修
費
も
含
め

提
供
元
と
の
協
議
を
す
る
。
ま

た
H
P
委
託
業
者
へ
R
8
年
度

年
間
委
託
料
は
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

保
守
料
と
し
て
1
3
9
万
4‌

0�

0‌

0
円
を
予
定
、
記
事
掲
載
は

全
て
原
課
担
当
者
が
作
成
、
原

課
課
長
が
承
認
す
る
た
め
特
に

業
者
が
行
う
作
業
は
な
く
業
者

と
の
役
割
分
担
の
プ
ロ
セ
ス
フ

ロ
ー
図
も
な
い
。

答
　

町
長

　

S
N
S
や
H
P
の
随
時
更
新

は
職
員
全
員
広
報
マ
ン
と
い
う

気
風
が
あ
り
即
時
広
報
は
今
も

担
当
課
が
担
う
体
制
を
維
持
。

た
だ
限
ら
れ
た
人
員
で
専
門
部

門
を
創
設
し
即
時
対
応
す
る
事

は
難
し
い
。

問
　

空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

空
き
家
提
供
で
役
場
の
対
応
に

お
い
て
、
⑴
本
年
4
月
か
ら
住

所
変
更
登
記
が
義
務
化
さ
れ
る

事
を
踏
ま
え
、
空
き
家
所
有
者

へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
方
法
の
ア
イ

デ
ア
は
あ
る
か
、
⑵
移
住
者
が

求
め
て
い
る
物
件
と
所
有
者
が

提
供
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
物

件
の
内
容
に
差
異
が
あ
る
。
移

住
者
は
す
ぐ
に
住
め
る
物
件
を

必
ず
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
雨
漏
り
や
床
の
緩
み
、
壁

の
ひ
び
割
れ
、
多
く
の
残
留
物

な
ど
が
あ
っ
て
も
そ
の
物
件
が

ほ
し
い
方
も
居
る
。
全
て
の
空

き
家
所
有
者
へ
の
移
住
者
が
求

め
る
正
し
い
情
報
告
知
は
で
き

て
い
る
か
。

答
　

ま
ち
づ
く
り
応
援
課
長

　

R
8
年
度
か
ら
空
き
家
バ
ン

ク
運
営
を
会
計
年
度
任
用
職
員

を
配
置
し
町
が
直
営
す
る
。
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
固
定
資
産
税

納
税
通
知
書
へ
の
案
内
チ
ラ
シ

の
同
封
を
継
続
、
空
き
家
の
ポ

ス
ト
へ
の
案
内
チ
ラ
シ
の
投
函
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
周
知
や

登
録
の
ご
案
内
を
実
施
。
移
住

者
と
所
有
者
の
空
き
家
へ
の
意

識
の
差
違
は
契
約
ま
で
の
間
に

疑
問
点
を
解
消
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
。

問
　

交
通
網
の
抜
本
的
な

見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

住
民
の
希
望
す
る
交
通
網
と
現

在
の
交
通
網
に
乖
離
、
見
直
す

方
策
の
一
つ
に
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア

が
あ
る
と
考
え
る
。
町
外
の
定

め
ら
れ
た
乗
降
地
へ
乗
り
換
え

無
し
で
行
け
る
メ
リ
ッ
ト
も
考

慮
に
入
れ
導
入
に
向
け
て
の
調

査
は
で
き
な
い
か
。

答
　

ま
ち
づ
く
り
応
援
課
長

　

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
は
タ
ク
シ
ー

が
不
足
す
る
特
定
の
曜
日
や
時

間
帯
に
限
定
し
て
都
市
部
等
で

運
用
。
今
後
、
国
の
制
度
の
動

向
や
ほ
か
の
自
治
体
の
先
行
事

例
を
注
視
し
研
究
を
進
め
る
。

和束町議会だより
一般質問

和束町の大規模災害時の避難計画は。

和束町地域防災計画に基づき災害発生時の要支援者
保護や安全な避難体制を組織的に定めている。

山
や ま

本
も と

 達
た つ

也
や

 議員

町長
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問
　

国
の
交
付
金
の
残
額

は
観
光
バ
ス
運
行
で
な
く
水
道

料
金
減
免
な
ど
暮
ら
し
へ
の
直

接
支
援
に
。

答
　

町
長

　

バ
ス
は
間
接
的
に
町
に
金
を

回
し
町
P
R
が
目
的
。
今
後
の

投
資
に
し
た
い
。

問
　

財
源
は
緊
急
性
の
あ

る
生
活
支
援
に
。
国
の
罰
則
も

無
く
な
っ
た
水
道
料
金
減
免
を

今
こ
そ
。

答
　

町
長

　

シ
ス
テ
ム
改
修
も
あ
り
難
し

い
。
見
解
の
相
違
が
あ
る
。

問
　

見
解
の
相
違
で
は
な

い
。
減
免
は
否
定
し
て
こ
な

か
っ
た
で
は
な
い
か
。

答
　

町
長

　

今
も
否
定
は
し
て
い
な
い
。

問
　

国
保
税
軽
減
や
小
中

学
校
入
学
時
負
担
や
高
校
生
通

学
費
の
軽
減
な
ど
子
育
て
・
教

育
費
へ
の
支
援
拡
充
を
。

答
　

町
長

　

可
能
な
事
は
財
源
を
確
保
し

て
や
っ
て
い
き
た
い
。

定
住
促
進
へ
住
宅
整
備
・
確

保
を問　

定
住
人
口
の
目
標
実

現
を
目
指
す
な
ら
住
宅
整
備
・

確
保
施
策
の
強
化
が
必
須
で
は

な
い
か
。

答
　

ま
ち
づ
く
り
応
援
課
長

　

公
的
住
宅
整
備
は
財
政
的
に

困
難
で
あ
り
、
空
き
家
活
用
が

抜
本
的
施
策
と
考
え
る
。

問
　

公
的
住
宅
の
整
備
計

画
の
具
体
化
を
。

答
　

ま
ち
づ
く
り
応
援
課
長

　

現
時
点
で
は
公
的
住
宅
の
整

備
は
位
置
付
け
て
い
な
い
。

問
　

本
気
で
人
口
を
増
や

す
な
ら
空
家
だ
け
で
は
無
理
。

公
的
住
宅
や
民
間
賃
貸
の
誘
致

も
必
要
で
は
。

答
　

町
長

　

公
的
住
宅
等
を
全
く
無
視
は

し
て
い
な
い
。

町
の
文
化
や
歴
史
の
伝
承
、

文
化
活
動
の
拠
点
施
設
の

検
討
を

問
　

施
設
の
必
要
性
を
ど

う
考
え
る
か
。

答
　

町
長

　

町
史
編
纂
事
業
終
了
を
う
け

資
料
の
収
納
庫
を
併
設
し
た
施

設
整
備
を
予
定
し
て
い
る
。

問
　

教
育
委
員
会
と
の
事

前
協
議
や
認
識
の
共
有
は
。
教

育
委
員
会
は
「
知
ら
な
い
」
と

し
て
い
る
。

答
　

町
長

　
「
情
報
漏
洩
」
に
な
る
の
で

言
わ
な
か
っ
た
は
正
し
い
。

問
　

将
来
的
に
、
資
料
館

や
図
書
館
、
文
化
活
動
ス
ペ
ー

ス
を
兼
ね
備
え
た
施
設
整
備
の

検
討
を
。

答
　

町
長

　

8
年
度
に
施
設
を
購
入
し
基

本
計
画
を
作
り
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
し
て
進
め
た
い
。

鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴

う
交
通
量
増
加
の
現
状
と

安
全
対
策
は

問
　

交
通
量
増
加
や
安
全

上
の
危
険
性
の
現
状
認
識
は
。

答
　

町
長

　

認
識
は
し
て
い
る
。
バ
ン
プ

設
置
は
検
討
し
て
い
た
が
安
全

面
の
啓
発
が
現
状
。

答
　

理
事
兼
建
設
農
政
課
長

　

開
通
前
と
比
べ
12
倍
以
上
と

増
加
は
実
感
し
て
い
る
。

問
　

府
に
標
識
や
バ
ン
プ

設
置
等
の
安
全
対
策
や
府
道
改

修
の
要
望
を
。

答
　

理
事
兼
建
設
農
政
課
長

　

府
土
木
事
務
所
が
路
面
標
記

や
表
示
で
の
速
度
抑
制
を
準
備

し
て
い
る
。

和束町議会だより
一般質問

深刻さ増す物価高騰から暮らしを守る
施策の充実を。

交付金の１割は町の活性化、
維持継続のために投資したい。

岡
お か

本
も と

 正
し ょ う

意
い

 議員

町長

白栖橋交差点を走行するダンプカー
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2
月
19
日
、
令
和
7
年
度
事

業
の
進
捗
状
況
等
を
調
査
し
、

併
せ
て
令
和
8
年
度
当
初
予
算

の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
。

　

令
和
7
年
度
一
般
会
計
予
算

は
総
額
42
億
6
0
0
0
万
円
で

歳
入
27
億
7
6
9
6
万
円
、
歳

出
22
億
8
8
1
1
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

総
務
課

〇�

第
27
回
衆
議
院
議
員
選
挙
費
、

解
散
に
伴
う
衆
議
院
議
員
選

挙
を
2
月
8
日
に
執
行
。

　

投
票
率
は
70
・
06
％
。

〇�

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
で

は
、
1
月
31
日
現
在
で
耐
震

診
断
5
件
、
簡
易
改
修
5
件

の
補
助
金
申
請
が
あ
っ
た
。

税
住
民
課

〇�

町
税
は
33
億
6
0
0
3
万
円

の
収
入
93
・
58
％
の
収
納
率

で
あ
る
。

〇�

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
事

業
費
で
は
、
住
民
票
1
4
2

件
、
印
鑑
証
明
1
7
3
件
と

昨
年
よ
り
交
付
率
が
伸
び
て

い
る
。

福
祉
課

〇�
障
害
者
自
立
支
援
給
付
事
業

の
扶
助
費
に
9
5
7
5
万
6

6
5
4
円
。

○�

児
童
手
当
給
付
事
業
で
は
2

月
支
給
分
の
受
給
者
は
1‌

2�

7
人
。

○�

子
育
て
応
援
特
別
給
付
金
の

申
請
付
与
が
5
人
で
あ
っ
た
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問　

認
定
こ
ど
も
園
、
受
け
入

れ
対
象
は
。
入
所
申
し
込
み
、

1
号
認
定
に
つ
い
て
は
、
直
接

園
に
と
書
い
て
あ
る
が
、
そ
の

他
は
保
健
福
祉
課
と
な
っ
て
い

る
理
由
は
。

答　

1
号
認
定
園
は
、
就
労
証

明
が
い
ら
な
い
の
で
園
で
対
応

で
き
る
。
2
・
3
号
認
定
に
つ

い
て
は
、
就
労
証
明
や
申
請
書

が
あ
る
の
で
保
健
福
祉
課
へ
。

問　

健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー

が
4
月
に
オ
ー
プ
ン
し
、
1
年

経
過
し
た
が
利
用
料
の
減
免
規

程
は
、
来
年
度
に
向
け
て
で
き

て
い
る
か
。

答　

内
部
で
協
議
す
る
。

問　

一
般
被
保
険
者
高
額
療
養

負
担
金
の
保
険
給
付
費
は
、
何

人
利
用
し
て
い
る
か
。

答　

毎
月
、
人
数
が
変
わ
る
が
、

一
定
平
均
10
人
。
平
均
3
割
減

っ
て
い
る
。

問　

今
後
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
、
高
齢
化
独
居
老
人
の
孤
独

死
数
は
。
ま
た
対
策
は
。

答　

昨
年
度
1
件
。
今
後
、
課

内
、
府
、
近
隣
市
町
村
と
検
討

し
て
い
く
。

山
城
病
院
組
合
議
会

日
時　

2
月
25
日
に
開
催

内
容

·�

「
し
尿
く
み
取
り
手
数
料
の
今
後
の
見
通
し
、
負
担
の
あ
り
方

に
つ
い
て
」
等
3
人
の
議
員
が
一
般
質
問
。

·�

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
1
7
9
万
9
0
0
0
円

を
減
額
す
る
。

·
令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
6
億
9
5
0
0
万
円
。

·
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
。

日
時　

2
月
24
日
に
開
催

内
容

·�

公
平
委
員
の
選
任
同
意
や
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
等
11
議
案
、
い
ず
れ
も
可
決
。

·�

令
和
7
年
度
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
は
2
億
2
7
7
6
万

3
0
0
0
円
の
増
額
。
介
護
老
健
施
設
事
業
会
計
補
正
予
算

は
3
3
5
0
万
円
の
増
額
。
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
。

·�

令
和
8
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算
の
収
益
的
収
入
・
支
出
は

99
億
1
6
6
2
万
1
0
0
0
円
。
令
和
8
年
度
介
護
老
人
保

健
施
設
事
業
会
計
予
算
の
収
益
的
収
入
・
支
出
は
5
億
2‌

5�

8‌

3
万
1
0
0
0
円
。
い
ず
れ
も
賛
成
全
員
で
可
決
。

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会

日
時　

2
月
25
日
に
開
催

内
容

·
副
議
長
に
和
束
町
の
畑
武
志
議
員
を
選
任
。

·�

相
楽
中
部
消
防
組
合
公
告
式
条
例
の
一
部
改
正
や
、
相
楽
中

部
消
防
組
合
行
政
手
続
条
例
の
一
部
改
正
な
ど
13
議
案
が
提

案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
。

·�

令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
17
億
4
9
9
0
万
円
で

賛
成
多
数
で
可
決
。

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会

相
楽
中
部
消
防
組
合
議
会

相
楽
広
域
行
政
組
合
議
会

一部事務組合議会報告

和束町議会だより
委員会報告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

  吉田
  岡本・井上
  小西・畑

わづかこども園
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相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会

日
時　

3
月
4
日
に
開
催

内
容
·�

相
楽
東
部
広
域
連
合 

教
育
長
の
給
与
、
勤
務
時
間
そ
の
他
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
全
員
賛
成

に
よ
り
可
決
。

·�

令
和
7
年
度
相
楽
東
部
広
域
連
合
一
般
会
計
補
正
予
算
は

1
6
3
6
万
8
0
0
0
円
を
減
額
。

·�

令
和
8
年
度
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
は
、
総
額
を
11
億
9‌

7�

8
万
4
0
0
0
円
。
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
可
決
。

·�

教
育
長
及
び
教
育
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
全
員
賛
成
に
よ
り
同
意
。

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会

京
都
地
方
税
機
構
議
会

京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

日
時　

2
月
21
日
に
開
催

内
容
·
令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
25
億
3
8
9
万
円
。

·�

令
和
7
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
2
億
5
7
4
7
万
円
を

増
額
補
正
。

·�

そ
の
ほ
か
、
京
都
地
方
税
機
構
議
会
会
議
規
則
一
部
改
正
に
、

「
女
性
議
員
が
出
産
の
た
め
議
会
に
出
席
で
き
な
い
場
合
は
、

産
前
産
後
期
間
を
欠
席
事
由
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き

る
」
規
定
が
提
案
さ
れ
た
。

　

い
ず
れ
も
可
決
。

日
時　

2
月
13
日
に
開
催

内
容
·�

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
広
域
連
合

議
会
長
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
が

提
案
さ
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
。

·�

令
和
7
年
度
一
般
会
計
は
1
億
6
2
3
6
万
9
0
0
0
円
を

増
額
補
正
、
特
別
会
計
は
29
億
9
9
1
4
万
5
0
0
0
円
を

増
額
補
正
。

·�

令
和
8
年
度
一
般
会
計
予
算
総
額
は
14
億
9
9
8
0
万
3‌

0�

0‌

0
円
、
特
別
会
計
は
4
5
2
1
億
5
2
0
万
1
0
0
0
円
。

い
ず
れ
も
賛
成
多
数
で
可
決
。

令
和
8
年
2
月
定
例
会

令
和
8
年
第
1
回
定
例
会

広域連合議会報告

　

2
月
18
日
令
和
７
年
度
事
業

の
執
行
状
況
に
つ
い
て
事
務
調

査
を
行
い
、
令
和
８
年
度
当
初

予
算
の
概
要
の
説
明
を
受
け
た
。

午
後
か
ら
は
体
験
交
流
セ
ン

タ
ー
入
口
工
事
の
完
成
状
況
の

調
査
を
行
っ
た
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
課

○�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
・
選
考

支
援
業
務
に
か
か
る
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
は
、
1
社

が
応
募
さ
れ
た
。

○�

令
和
7
年
度
空
き
家
バ
ン
ク

紹
介
申
込
は
25
件
、
空
き
家

新
規
登
録
8
件
、
成
約
8
件

と
な
っ
た
。

○�

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金
は
、

12
月
末
現
在
5
9
5
件
、
8

1‌

8
万
2
0
0
0
円
と
な
っ

た
。

○�

路
線
バ
ス
対
策
諸
経
費
の
高

齢
者
利
用
促
進
乗
車
券
は
、

対
象
56
件
の
内
、
申
込
は
38

件
で
あ
っ
た
。

〇�

物
価
高
騰
緊
急
支
援
給
付
事

業
の
茶
源
郷
ポ
イ
ン
ト
は
、

12
月
と
1
月
で
47
％
の
使
用

が
あ
っ
た
。

建
設
農
政
課

〇�
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
は
、
申
請
者
12
団
体
で

3
5
3
万
9
0
0
0
円
を
交

付
。

〇�

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

交
付
金
は
、
申
請
者
3
団
体

で
2
4
6
万
1
0
0
0
円
を

交
付
。

○�

石
寺
橋
架
け
替
え
事
業
の
仮

設
工
事
で
は
、
契
約
金
4‌
4�

7‌

9
万
2
0
0
0
円
の
内
、

前
払
金
1
7
9
1
万
7

�
0
�0�

0
円
を
執
行
。

○�

第
6
中
山
団
地
屋
根
改
修
工

事
で
は
、
契
約
金
6
6
0
万

3
0
0
0
円
の
内
、
前
払
金

2
5
2
万
円
を
執
行
。

環
境
衛
生
課

○�

じ
ん
芥
処
理
費
は
、
相
楽
東

部
広
域
連
合
負
担
金
1
億
6

3‌

4
万
7
0
0
0
円
を
執
行
。

○�

簡
易
水
道
配
水
及
び
給
水
費

は
、
動
力
費
1
8
2
万
3‌

0�

0‌

0
円
修
繕
費
2
5
3
万
円

を
執
行
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問　

企
業
版
ふ
る
さ
と
応
援
寄

付
金
は
。

答　

7
件
で
2
3
3
1
万
円
と

な
っ
た
。

問　

体
験
交
流
セ
ン
タ
ー
の
光

熱
水
費
以
外
の
諸
経
費
は
。

答　

入
口
の
工
事
費
68
万
2‌

0�

0‌

0
円
が
主
な
も
の
。

問　

町
道
撰
原
下
島
線
の
状
況

と
今
後
の
予
定
は
。

答　

業
務
委
託
や
設
計
の
段
階

で
、
工
事
は
令
和
9
年
度
以
降

に
な
る
。

問　

野
生
鳥
獣
被
害
総
合
対
策

の
対
象
動
物
と
巡
回
時
間
は
。

答　

猿
・
鹿
・
猪
が
対
象
で
巡

回
は
猟
友
会
に
任
せ
て
い
る
の

で
時
間
は
不
明
。

問　

地
域
力
創
造
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
助
言
や
指
導
、
課
題
の
解

決
な
ど
具
体
的
に
求
め
る
も
の

は
。

答　

町
の
現
状
を
見
て
人
口
減

少
も
含
め
幅
広
く
課
題
を
考
え

て
い
た
だ
く
。

和束町議会だより
委員会報告

産
業
常
任
委
員
会

  髙山
  山本・岡田
  村山・宗

改修後、車の下部に余裕があることを確認
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今はどのような活動をされてますか？

　本業はお茶のサプライチェーンを構築する
NTeaTrading 株式会社を営んでいます。農家さ
んと海外のバイヤーさんを繋げるお仕事と、その
際に抹茶などお茶の加工や梱包、輸出といった流
通に必要な一貫したサプライチェーンを作る会社
で、お茶農家さんの和束町で作ったお茶がそのま
ま海外に直接和束町から出荷できるシステムを提
供しています。また町を活性化させたいという思
いから「たいこやまカフェ」を運営しています。
あとは中区の消防団、和束町手もみ保存会、茶業
青年団に所属しています。

和束町に住まれたきっかけは？

　和束に来る前はカナダで日本茶カフェを運営し
ていましたが、お茶をちゃんと学ぼうと思いたち
Google 検索で和束茶を知って、和束町にたどり
着きました。土や畑、茶樹や栽培など一からお茶
を学ぶために、言わばお茶をきっかけに和束に住
むことになりました。

和束町に住まわれて印象は？

　皆さんすごくオープンマインドっていうのかウ�
ェルカム精神があって、私みたいによそから来た
者でも色々助けてくれたり帰ってきたらご近所の
人が声かけてくれたり登校時の小学生が「おはよ
う」「行ってきます」って言ってくれたりして、
ものすごくアットホームな町だと感じました。そ
して脈々と受け継がれた深い歴史を感じながら住
んでいると日々新しい発見があります。
　お茶が人を呼び寄せている。その背景に自然や
人や都会との程よい距離感など本当に良いバラン
スの町だと思います。
� （取材：井上　武津男）

　

み
ど
り
が
い
っ
ぱ
い
。
山
々
が
笑
っ
て
い

る
。

　

蝶
が
舞
い
、
花
々
が
一
斉
に
咲
き
誇
り
、

ツ
バ
メ
が
飛
び
交
う
日
々
が
今
年
も
や
っ
て

来
た
。

　

茶
農
家
に
と
っ
て
は
、
た
い
へ
ん
い
そ
が

し
い
時
期
で
も
あ
る
。
収
穫
の
苦
労
も
や
が

て
夕
食
時
の
笑
顔
に
変
わ
る
。
ア
メ
リ
カ
の

野
球
界
に
お
い
て
大
谷
翔
平
と
い
う
我
が
国

の
す
ば
ら
し
い
青
年
が
大
活
躍
し
て
お
り
、

日
本
の
精
神
と
慈
愛
心
で
人
々
を
虜
に
し
て

い
る
。

　

欧
米
の
個
人
主
義
社
会
に
は
な
い
価
値
観

を
彼
は
示
し
て
く
れ
て
い
る
。

　

他
方
中
東
に
目
を
向
け
れ
ば
一
喜
一
憂
状

態
の
戦
時
体
制
で
あ
り
、
そ
の
中
で
も
日
本

は
平
和
を
甘
受
し
て
い
る
。
そ
の
事
は
、
先

人
達
が
我
々
に
残
し
て
下
さ
っ
た
、
あ
り
が

た
い
諸
行
で
あ
り
、
感
謝
に
た
え
な
い
気
持

ち
で
あ
る
。

　

す
べ
て
の
世
界
が
表
現
の
自
由
・
戦
争
の

な
い
世
の
中
に
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
だ
。

�

（
井
上　

武
津
男
）

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

井　

上　

武
津
男

副
委
員
長　
　

宗　
　
　

健　

司

委　
　

員　
　

村　

山　

一　

彦

委　
　

員　
　

吉　

田　

哲　

也

委　
　

員　
　

岡　

田　
　
　

勇

たいこ山

和束町議会だより

いいとこ
和束
私の推し ❽

　様々な方に、和束の「いいとこ」を語っていただく
シリーズいいとこ和束　「私の推し」。
　今回は、カナダから移住された水谷奈々子さんです。

「私の推し」は
和束を一望でき季節によって
見える風景も違う風景

令
和
８
年
５
月
15日

発
行
／
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
議
会
／
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
TE
L.0774-78-3003　

FA
X
.0774-78-2799

第
2
回
定
例
会
は
、
６
月
中
旬
開
催
予
定
。


